
その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称来来軒 赤羽店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O O I

事業所等の所在地
T I I 5 O O 4 5 区市町村湖北区
町名番地
以 下

赤羽 1-21-3

事業所等の延床面積 92‐o7国 事筆兎隻宅誓 奇蜜題璽圃・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分園圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;◎xo.o258) ① 58 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(⑧二⑮) ② 104 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ l t

総 計 (④;②十③) ④ 105 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤二②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,129.6 kg‐C02 な,ピ

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量規
(t)

⑪H⑧×⑨×冬羽12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N=,3 29,202.6 45.00 1,314.1 0.014 66.5

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0‐O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0,O 0‐019 0.O

その他 O □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9-97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 98,920‐O 9.76 965‐5 0‐382 37‐8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9.76 W OO 0.382 ⑩ 00

合 計 / Q9 2,279 ‐6 //// 蝉 104.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,551.O / 0‐200 0.5

公共下水道 □ m3 2、551.O / 0‐450 1.I

合計 / ′/// ⑩ 1.7

素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水胆への排水に伴う二酸化灰…排出量は
⑬=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とす



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

11

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

戯101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

医績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の日標

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等の名称 日高屋 赤羽東口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O O 2

事業所等の所在地
T I I 5 O O 4 5 区市町村名楓北区

町名番地
以 下赤羽 1-1-6 井門赤羽駅前ビル

事業所等の延床面積 瀬‐76同 筆筆兎塾塚悪評婚鷺園圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 覇
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4薗連鎖化事業区分墨圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 86 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 150 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③二⑬)

③ 1 t

総 計 (④=◎ト③) ④ 151 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②x looo/事業所等の延床面積)

⑤
647‐2 kg‐C02/,,

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧-⑥な 000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰l

(t)
⑩堪 )×⑨×細り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 江13 38,230.2 45.00 1,720.4 0.014 87.1

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

上" , . ・rT′ 昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O戸以喝′叉L-事米 侶

からの買電 夜間 (22時へ翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 166,616 ‐O 9‐76 1,626.2 0‐382 63.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 0‐01 9‐76 ⑪ 00 0.382 ◎ 00

合計 / W 3,346.5 ′//′脚 150.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,073‐O / 0.200 0‐6

公共下水道 □ m3 3,073‐O / 0‐450 1.4

合計 / //// ⑩ 20

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水題への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱;(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 1昏

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 西武新宿前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O O 3圃

事業所等の所在地
T I 6 O O O 2 I 区市町村名璽新宿区

町名番地
以 下歌舞伎町 1-24-2 西武ビル

事業所等の延床面積 m‐56同筆筆兎畿喝想 許蛋鷺麗圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分頚
における細分類番号 7 6 2 4鴎連鎖化事業区分翻圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑩xo.o258) ① 70 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 122 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(⑩⑮)

③ 2 t

総 計 (④=◎ト③) ④ 124 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤:②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
804.9 kg‐C02/ 江

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥な 000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

蕩E出量 *L

(t)
⑩堪 )×⑨×"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 29、363.1 45‐00 1,321.3 0.014 66.9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 O □ 0‐O

その他 O □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0.O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0.O 0.382 0‐O

その他の国電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 145,307.O 9.76 1,418‐2 0‐382 55.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9.76 ⑭ 00 0‐382 ⑩ 00

合計 / ⑩ 2,739.5 //// q9 122‐4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,609.O / 0.200 0.7

公共下水道 □ m3 3,609.O / 0.450 1.6

合計 / //// ◎ 23

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰 、 軍帽
⑩=⑥ /1,000)×⑨とする。 1
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO 薯
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等 の名称日高屋 新宿中央店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O O 4

事業所等の所在地
T I 6 O O O 2 2 区市町村利新宿区
町名番地
以 下

新宿 3-34-16

事業所等の延床面積 76.36図 1筆兎雫誓馨奇蛋鷺圃圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 騒
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圃連鎖化事業区分轟圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 51 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 9l t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③
I t

総 計 (④=◎⑥ ) ④ 92 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
LI91‐7 kg‐C02/,,F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃ミ料等の種賜り
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰l

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 25,175.6 45.00 1,132.9 0‐014 57.3

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36‐70 0-O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0‐O 0-382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 88,892‐O 9.76 867,6 0.382 34.O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9‐76 W OO 0‐382 ⑭ 00

合計 / ⑩ 2,000.5 ///′W 91.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,468‐O / 0‐200 0-5

公共下水道 □ m3 2,468.O / 0‐450 1‐I

合計 / //// ◎ ,.6

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う一酸化炭素排出量は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。 =
※2⑪=* が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,ooo 昌
⑩=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

.

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 H□目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等 の名称 日高屋 赤羽スズラン店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O O 5蟹

事業所等の所在地
T I I 4 O O 4 5 区市町村名園北区
町名番地
以 下

赤羽2-4-4 高橋ビル

事業所等の延床面積 m.7・陸棲筆現零賓泌奇薪禽薗圏・年度分 □1年末満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4間連鎖化事業区分陽圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 57 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑩) ② ioo t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②+③) ④ 101 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
849‐5 kg‐C02/,,F

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大1

(t)
⑩梱 )×⑨×{はy12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 26,641‐O 45.00 1,198‐8 0.014 60‐7

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その他の国電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 104,715 ‐O 9.76 1,022‐O 0.382 40.O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑭ 00 9.76 ⑪ 00 0‐382 @ 00

合計 / 哩 2,22Q9 //// ⑩ 100‐7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m8 2,399.O / 0.200 0-5

公共下水道 □ m3 2,399‐O / 0.450 i‐I

合計 / //// ⑩ 1‐6

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水胆への排水に伴う二酸化灰 、 里は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。 1
※2⑪=(都が指定する原単位 x延床面積×事業所等の総稼働時間)/Looo =
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

轟実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 --

5 提出年度の地球温暖化対策の日標

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 新宿靖国通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O O 6

事業所等の所在地
T I 6 O O O 2 2 区市町村名馨新宿区
町名番地
以 下

新宿 3-23 一 1I K's ビル

事業所等の延床面積 鰯.88同筆筆兎隻宅塾零蛋喬墨圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 圃
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4馨連鎖化事業区分園圃直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26.1/22~H26.2/26 改装工事の為休業

2, 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=@xo.o258) ① 77 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑩) ② 130 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑨;⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十⑧) ④ 131 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥;② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
971.O kg‐C02/ 虹.2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(G‐J)

⑧ ⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩頓 )×⑧×"け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 23,8425 45.00 1,072.9 0‐014 54.3

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0‐O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ kW7h 0.O 9‐28 0‐O 0.382 0‐O

その他の夏電 (昼夜間不明の場合を含む,) □ k職 198,547 ‐O 9.76 L937.8 0‐382 75.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 0‐0 9‐76 qy oo 0‐382 @ 00

合計 / @ 3,010.7 //// ⑩ 130.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,877.O / 0.200 0.6

公共下水道 □ m3 2,877 ‐O / 0-450 1‐3

合計 / //// ⑩ 1.9

3 二 競′素 E出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。 =
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 =
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする,



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

◆

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

豊実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その2 隊き)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 大山店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O O 7

事業所等の所在地
T I 7 3 O O 2 3 区市町村劉板橋区
町名番地
以 下大山町31-1 第ニ中坪ビル

事業所等の延床面積 66.・〆唐黍兎雫塑篭帯 蛋喬間圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態ロ 自己所有 圏他者所有 霞
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圃連鎖化事業区分閤□直営店 圏加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26‐2/24 閉店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 36 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 62 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 2 t

総 計 (④=②十③) ④ 64 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの産【(⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
937.9 kg-C02 なヱき

二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩梱 )×⑨×如け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 12,373.2 45‐00 556.8 0‐014 28‐2

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他() □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0‐O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9‐28 0‐O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 89,171.O 9.76 870.3 0‐382 34.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ OD 9.76 @ 0‐0 0‐382 ◎ 00

合計 / ⑩ 1,427.I //// ⑩ 62‐2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,085.O / 0.200 0.6

公共下水道 □ m3 3,085.O / 0-450 1.4

合計 / //// Q9 20

こ公共 z 酒への z に、た二 ‘ヒ窟… 量は※1 竜丸の 、z 旭及びエ ズ旭の z の 、′びに公ノ、 z 旭への

⑩=(⑥ /LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

Di04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 11□目標達成した。 =

5 提出年度の地
目 標 の 有 無 □ 有 圃 無

ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他

ンク 2 〆¥ 前年度比 %

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称 日高屋 オペラシティ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O O 8

事業所等の所在地
T I 6 3 I 4 9 O 区市町村名蟹新宿区

町名番地
以 下西新宿3-20-2 東京ォ ラシティビルB

事業所等の延床面積 66-oo同 筆筆兎隻味泌許蚤題舘圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
口工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 26 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②二⑩) ② 47 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ o t

総 計 (④=◎ト③) ④ 47 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量‐(⑤=② xlooo/ 事業所等の延床面積)

⑥
712‐1 kg‐C02/,,.2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※1

(t)
⑩梱 )×⑨×‘鱈け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 13,310‐8 45‐00 599‐O 0.014 30‐3

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0‐016 0‐O

その他(灯油) □ L 0‐O 36‐70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 44,079.O 9.76 430.2 0.382 16.8

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kW伍 @ OD 9.76 凹 OQ 0.382 ◎ 00

合計 / ⑭ 1,029 ‐2 //// ⑩ 47‐1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,185.O / 0‐200 0.2

公共下水道 □ m3 1、185.O / 0.450 0.5

合計 //// ′/// ⑩ 08

素排出量等の内訳

※1 電気の′用、水胆及び工 用 z 道のz の ・′びに公ノ、下 z 旭への z に、リニ 灰…

⑩=(⑥/LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)",000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /LOOO) ×⑨とす



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止 ・

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

董実績年度の目標達成の状況 --□目標達成した。 11

5 提出年度の地
目 標 の 有 無

・ の

園 無
ンク o l ィ挙 (前年度比 %ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 高田馬場店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O I O

事業所等の所在地
T I 6 9 O O ワ 5 区市町村名圃新宿区

町名番地
以 下高田馬場3-2-15 第26東京ビル IF

事業所等の延床面積 93.24同 筆筆現雫堺轡奇蕗鷺圃圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4間連鎖化事業区分胃圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;◎xo-o258) ① 52 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ⑨ 88 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ i t

総 計 (④=②+⑧) ④ 89 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②x looo/事業所等の延床面積)

⑥
943.8 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(G‐の

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩超 )×⑨×‘"y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 177362‐1 45‐00 781‐3 0‐014 39‐5

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0‐019 0‐O

その他() □ 0.O

その他 () □ 0‐O .

電
気

一般電気事業者
からの貿電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9.97 0.O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0‐O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 128,885.O 9‐76 i,257.9 0‐382 49‐2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ② 0.0 冨 9‐76 ⑪ 00 0‐382 ⑩ 00

合計 / 凹 2,。39‐2 //// @ 88.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,561‐O / 0‐200 0‐5

公共下水道 □ m3 2,561‐O / 0‐450 1‐2

合計 / ///′⑩ 1‐7

※1電気の使用、水道及び工業用水胆の水の使用並びに公共下水胆への z に、リニ酸化灰 、 ;藁は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 1
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 薯
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /LOOO) ×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖ヒ対策の

1実績年度の目標達成の状況頂 目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無ー□有 圏無 」

ベンチマーク区分 1 且ランク CO2削減率(前年度比1 =%

目標値等 (選択 ) C02排出量 (延床面積当たり kg‐C02/m2 C02排出量 (総量) t

ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他 特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名称日高屋 池袋東口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O I I

事業所等の所在地
T I 7 O O O I 3 区市町村名響豊島区
町名番地
以 下東池袋 1-39-7 三恵ビル IF

事業所等の延床面積 閉‐88図書筆兎畿宅誓許婚鷺璽瀞年度分 □1年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 閏
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分霞園直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=@xo.o258) ① 55 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(③-⑩) ② 96 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③
I t

総 計 (④=◎ト③) ④ 97 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
608.O kg‐C02 な,

二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷1

(t)
@戸⑧×⑨×全彩12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N#13 23,422.O 45‐00 1,054.O 0.014 53.3

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0.016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他() □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0‐O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0‐382 0‐O

その他の質電 {昼夜間不明の場合を含む,) □ k靴 112.489.O 9‐76 1,097.9 0‐382 43‐O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② OD 9‐76 QP OO 0.382 ⑩ 00

合計 / 哩 2,151.9 //// ⑩ 96.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,215‐O / 0‐200 0‐4

公共下水道 □ m3 2,215‐O / 0.450 1.O

合計 / //// ⑩ 1‐4

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への排水に伴う二酸化灰 、 出量は
⑲;⑥ /LOOO)×⑨とする。 1
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 1
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑯=(⑫/1,000)×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対 の実施状況

冒実績年度の目標達成の状況 1胆 目標達成した。 」1

5 提出年度の地
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

ベンチマーク区分

C02排出量 {延床

その他

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 八王子店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O I 2

事業所等の所在地
T I 9 2 O O 8 3 区市町村名璽八王子市

町名番地
以 下旭町6-10 第51東京ビル IF

事業所等の延床面積 燦.・〆唐黍要害堺轡奇婚鷺圃圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圃連鎖化事業区分馨圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑩xo.o258) ① 73 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② ヱ26 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

③ 2 t

総 計 (④=⑨ト③) ④ 128 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,023.5 kg‐C02/,,き

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷1

(t)
⑩巻 )×⑨×‘My12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 30,853‐7 45‐00 1,388.4 0.014 70.3

その他 (LPG) □ kg 0-O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9‐97 0.O 0-382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0.382 0.O

その他の翼電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 148,179.O 9.76 1,型16‐2 0.382 56.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kWh ② 00 9.76 W 00 0.382 @ 00

合計 / ⑩ 2,834.6 /′/′⑩ 126.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,675.O / 0.200 0.7

公共下水道 □ m3 3,675.O / 0‐450 L7

合 計 //// //′′⑩ 2‐4

への排水に伴う二酸化灰… 出量は※1電気の使用、水旭及び工 用水旭の水の ・′びに公 / z 旭への z こ、リニ 麦 灰′、 里 ,

　
⑲=(⑥/LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑯=(⑩ /1,000)×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

1実績年度の目標達成の状況昏睡□目標達成した。 11

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 新宿東口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O I

事業所等の所在地
T I 6 O O O 2 2 区市町村名圃新宿区
町名番地
以 下新宿 3-21-1 清水館ビル

事業所等の延床面積 83.65図 1筆現塾堺馨許蛋鷺璽圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分璽圃直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 58 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 93 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④:◎ト③) ④ 94 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②x looo/事業所等の延床面積)

⑤
1,111 ‐7 kg‐C02/,,F

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(G‐J)

⑧ ⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷i

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 10,411‐8 45.00 468‐5 0‐oi4 23.7

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0‐019 0‐O

その他() □ 0.O

その他は) □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買雨竜

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 183.829 ‐O 9‐76 1,7942 0‐382 70‐2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9-ワ6 ⑪ 00 0‐382 圏 00

合計 / 越)2,262.7 ///′⑩ 93.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,068‐O / 0‐200 0‐4

公共下水道 □ m3 2,068‐O / 0‐450 0‐9

合計 / //// ◎ 1‐3

3 ニ ヒ瑞 、 量 の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑩ /LOOO) ×⑨とする



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

▲

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

聡101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 "□目標達成した。 i1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無1□有 圏無 1

ベンチマーク区分 ー 1ランク CO2削減率 (前年度比昌 %

目標値等 (選択) Co2排出量(延床面積当たり昌 lkgco 雇 Co排 出量(総量) 畳 並

ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他 特記事項に内容を記載



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 神保町店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O I 4

事業所等の所在地
T I O I O O 5 I 区市町村名冨千代田区

町名番地
以 下神田神保町2-14-4 朝日神保町プラザIF

事業所等の延床面積 93-oo同 1筆算隻喝響蟹 雷鷺国圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圃連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 51 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 9O t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③:⑩)

⑧
I t

総 計 (④;②十③) ④ 91 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの亘璽 (⑥=② xlooo/ 事業所等の延床面積)

⑤
967‐7 kg‐C02/,,き

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

蕩E出量太1

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 23,163 ‐9 45.00 1,042 ‐4 0‐014 52.7

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0.019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買′電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9‐97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む,) □ k職 97,611.O 9.76 952.7 0.382 37.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ◎ 00 9.76 qy oo 0.382 ⑩ 00

合計 / Q9 1,995 ‐i /′/′⑩ 9QO

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,005.O / 0.200 0‐4

公共下水道 □ m3 2,005.O / 0.450 0.9

合計 / /′/′⑩ 1.3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への 水に伴う二‘化灰小 軍帽
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ /1,000)×⑨とする,



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

.

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

冠101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 秀 Z皿 、 ・ の

医績年度の目標達成の状況 !=□目標達成した。 聾

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 上野店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O I 5

事業所等の所在地
T I I O O O O 5 区市町村名璽台東区
町名番地
以 下

上野6-8-4 五味ビルIF

事業所等の延床面積 93‐96図 書筆現隻宅蟹暗 蚤鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 璽商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分閣璽直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 54 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(⑨=⑩) ② 93 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑮)

③ 1 t

総 計 (④=②+③) ④ 94 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの且璽 (⑨=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
989‐7 kg‐C02/韮F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※I

(t)
⑪-⑧×⑨×"U12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 20,661 ‐3 45.00 929‐8 0‐014 47‐O

その他 (LPG) □ kg 0.O 50-80 0.O 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他() □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9.97 0‐O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 122,843 ‐O 9.76 1,198‐9 0‐382 46.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9‐76 ⑪ 00 0.382 @ 00

合計 / ◎ 2,128 ‐7 //// ⑩ 94.O

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,679.O / 0.200 0.3

公共下水道 □ m3 L679.O / 0.450 0.8

合計 / //// ⑩ 1ュ

3 ニ ヒ膨が E 量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000⑯=(⑫",000)×⑨とす



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 圭・ 、 、 の

=実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 中野店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O I

事業所等の所在地
T I 6 4 O O O I 区市町村名圃中野区

町名番地
以 下中野5-65 一 10 中野サンモール浜口ビル

事業所等の延床面積 93‐61図 艶 兎零療泌肝薪鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 琵
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圃連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □ 加盟店 口 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①:⑬xo.o258) ① 54 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 97 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑱)

③ 1 t

総 計 (④;◎⑥ ) ④ 98 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,o36.2 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑧/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量規
(t)-

⑩巻 )×⑨×鋤け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 江13 27,989.5 45‐00 L259.5 0‐014 63.7

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの賀電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9‐97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 87,717‐O 9‐76 856.1 0‐382 33.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9‐76 ⑪ 00 0.382 @ 00

合計 / 哩 2,115.6 ///′⑩ 97‐2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,311 ‐O / 0.200 0‐5

公共下水道 □ 3m 2,311‐O / 0‐450 LO

合計 / ′/// ⑩ 1.5

3 二 ・ヒ篇素 E 量等の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への 水に伴う二
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑬=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑱=(⑫/LOOO)×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

冒実績年度の目標達成の状況国に 目標達成した。 =

5 提出年度の地
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

ンク C02削減率ベンチマーク区分

C02排出量 {延床回

その他

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 吉祥寺南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O I 7

事業所等の所在地
T I 8 O O O O 3 区市町村対武蔵野市
町名番地
以 下吉祥寺南町 1-5-7 雪ビル IF

事業所等の延床面積 90‐・3図 書黍兎隻宅繋績奇蛋鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4露連鎖化事業区分 霧圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑩xo.o258) ① 76 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 132 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑱)

③ 2 t

総 計 (④=⑫◎ ) ④ 134 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
L464.5 kg‐C02 超

二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥ /1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大↓

(t)
⑩堪 )×⑨×独り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ NII13 31,771.O 45-00 1,429.7 0.014 72‐3

その他 (LPG) □ kg 00 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 156,330 ‐O 9‐76 1,525.8 0‐382 597

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 噂 00 9.76 qy oo 0‐382 ◎ 00

合計 //′/ ⑩ 2,955.5 ///′⑩ 132‐I

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,330.O / 0.200 0.7

公共下水道 □ ms 3,330.O / 0.450 1.5

合計 //// //// 蝦 22

水旭への排水に伴う二 化灰 、 璽は※1 輯丸の 用、z 旭及び工 z 胆のz の ・′びに公′、 水旭への z こ、っ- 灰′、 里 d

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 1
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/Looo l
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑯=(⑫ /1,000)×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

鴛101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

-実績年度の目標達成の状況 1□目標達成した。 --

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 御徒町南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O I 9

事業所等の所在地
T I I O O O O 5 区市町村名圃台東区
町名番地
以 下上野3-20-8 小島ビル IF

事業所等の延床面積 鵬.98隣唐黍兎雫宅繋誓蛋喬園圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態ロ 自己所有 圏他者所有 纏
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圃連鎖化事業区分 圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;◎xo‐o258) ① 69 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②二⑮) ② 121 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑨ 1 t

総 計 (④=②+③) ④ 122 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤:②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
747.O kg‐C02/江F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量瀬
(t)

⑩粗 )×⑨×‘Hけ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N=,3 30,867.2 45‐00 1,389-O 0‐014 70.3

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0‐O

その他 O □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買′電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 134,988‐O 9.76 L3175 0.382 51‐6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9.76 @ 00 0.382 ⑩ 00

合計 / ⑩ 2,7065 ///′⑩ 121.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,945.O / 0200 0.6

公共下水道 □ m3 2,945.O / 0.450 1‐3

合計 ′/′′ /′/′◎ 1‐9

素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。 蔓
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 1
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

.

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施、、況

1実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 豊冨

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 亀戸店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 2

事業所等の所在地
T I 3 6 O O 7 I 区市町村名璽江東区

町名番地
以 下亀戸5-2-6 大関屋ビル IF

事業所等の延床面積 98‐88隣唐黍馨畿変型器年蛋鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 圃
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分霞圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 60 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 103 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧=⑩)

③
I t

総 計 (④=◎⑩ ) ④ 104 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,041‐6 kg‐C02/,,.2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰1

(t)
⑩梱 )×⑨×;kV12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 江13 22,779.2 45.00 1,025‐1 0.014 51.9

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 O □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9‐28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合凝 ;む。) □ k職 136,15さま。 9‐76 L328‐9 0.382 52.O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 @ 00 9.76 ⑪ 00 0.382 ◎ 00

合計 / @ 2,354.O ///′⑩ 103.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,206.O / 0‐200 0.4

公共下水道 □ m3 2,206‐O / 0.450 1.O

合計 / //// ⑩ 1.4

3 二酸化炭素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素 E出量は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。 画
※2⑪=(都が指定する原単位 X延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 匿
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑩/1,000)×⑨とする,



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 芳 ¥皿
、
・ ーの

昌実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の日標
目 標 の 有 無1□有 圏無 1

ベンチマーク区分 昌 1ランク CO2削減率 (前年度比= %

目樹直等 (選択) Co排 出量(延床面積当たり= lkgcoメゴ C02排出量(総量) 亘 菖t

その他 特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 吉祥寺本町通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 2 I

事業所等の所在地
T I 8 O O O O 4 区市町村名璽武蔵野市
町名番地
以 下吉祥寺本町 1-13-3 竹本ビルBI

事業所等の延床面積 即雑図筆筆兎畿窄轡許婚謡園圃・年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分馨圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 55 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 95 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑮)

③
I t

総 計 (④=②十③) ④ 96 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥;②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
6764 kg‐C02 位き

燃ミ料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量瀬
(t)

⑲堪 )×⑨×‘"け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 21,729.4 45.00 977.8 0.014 49.5

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買添程

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 121,277.O 9.76 1,183‐7 0.382 46.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 qy oo 0.382 @ 00

合計 / ⑩ 2,161 ‐5 //′/ @ 95‐8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ 3m 2,138-O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,138‐O / 0.450 1‐O

合計 / //// ⑩ 1.4

3 ニ ヒ帯 、 量飴の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水胆への z に〃っ二酸化灰ジ、 …藁は
⑩=⑥ /1,000)×⑨とする。 1
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,ooo 璽
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

=実績年度の目標達成の状況 1に 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等の名称日高屋 新小岩駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 2 2

事業所等の所在地
T I 2 4 O O 2 4 区市町村名馨葛飾区

町名番地
以 下

新小岩 1-48-9 桜ビル IF

事業所等の延床面積 97.20間〆匡筆現隻宅繋蟹 蛋鷺彊図・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 醒
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分霞圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 66 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②二⑩) ② ヱi6 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ l t

総 計 (④=◎⑥) ④ 1ヱ7 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの旦璽 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,1934 kg‐C02/江F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷l

(t)
⑩堪 )×⑨×如け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 28,942.6 45‐00 1,302‐4 0‐014 65.9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他() □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9-28 0.O 0-382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 132,482.O 9.76 1,293‐O 0.382 50‐6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑭ 00 9.76 ⑭ 00 0.382 W OO

合計 / @ 2,595.4 /′// ⑩ 116‐5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,791.8 / 0‐200 0.6

公共下水道 □ m3 2,791-8 / 0.450 1‐3

合計 / //// ⑩ 1‐8

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への 水に伴っ二卿ヒ灰… 謹むa

　
⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする,



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

聡101 高効率照明ランプの採用(屋内)

1実績年度の目標達成の状況 --□目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 八王子横山店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 2 3

事業所等の所在地
T I 9 2 O O 8 I 区市町村名囲八王子市

町名番地
以 下横山町6-7 広瀬ビル IF

事業所等の延床面積 70.60図 書筆再畿吃馨 奇蛋鷺園圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態 ロ 自己所有 園他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4題連鎖化事業区分 圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 44 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴し、排出される二酸化炭素の量(⑩=⑩) ② 77 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑮)

③ O t

総 計 (④=⑧十③) ④ 77 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,o90.6 kg-C02/1IF

燃串坪等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰l

(t)
@- ③×⑨×gy12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 18,082.2 45‐00 813.7 0.014 41‐2

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 O □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 95,204‐O 9.76 929‐2 0.382 36.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 ⑪ 00 0‐382 @ 00

合計 / 嶋 L742.9 //′/ ⑩ 77.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,515.O / 0‐200 0.3

公共下水道 □ m3 1,515‐O / 0.450 0.7

合計 / //′′⑩ LO

3 ニ ヒ帯… 量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への 水に伴っ一
⑲=(⑧ /LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とす



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

賦101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 覇ヱ皿 、 ・ の

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 浅草橋店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 2 4

事業所等の所在地
T I I I O O 5 2 区市町村名璽台東区

町名番地
以 下

柳橋 1-13-4 堀 口ビル IF

事業所等の延床面積 難‐o 〆睡筆兎畿変篭績奇蛋鷺ド・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 園
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4翻連鎖化事業区分 圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo‐o258) ① 62 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(③=⑩) ② 106 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④;◎⑥) ④ 107 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤ 9294 kg‐C02 な,き

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太L

(t)
⑩租 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 22,899 ‐1 45.00 L030‐5 0.014 52.1

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0‐O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0‐019 0‐O

その他() □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ kWh 0.O 9.28 0‐O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む,) □ k職 141,169-O 9.76 1,377 ‐8 0‐382 53‐9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 W OO 0.382 ◎ OD

合計 / q9 2,408 ‐3 /′′/ ⑩ 106‐I

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,221 ‐O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,221.O / 0.450 1.O

合計 //// //// ⑩ 1.4

二酸化炭素排出量は※1 電気の 、 題及び工 7 旭の の 、′びに公ハ フ胆への z こ、′っ二 友 灰 、 ;副

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 =
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 1
⑩;(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑯=(⑫ /1,000)×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

=実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 "

特記事項に内容を記載



その 2 ほめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称中華一番 町田中央店

事 業 所 番 号 A ‐ O 5 9 6 O O 2 5

事業所等の所在地
T I 9 4 O O I 3 区市町村名彊町田市

町名番地
以 下原町田6-9-7 東急ビル IF

事業所等の延床面積 67.32図 1筆兎宝塚泌奇蛋割勘年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分醒圏直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;◎xo‐o258) ① 49 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 85 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 86 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②x looo/事業所等の延床面積)

⑤
1,262.6 kg‐C02/1ヱき

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量規
(t)

⑩篭 )×⑨×‘日け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 19,281.9 45‐00 867.7 0‐014 43‐9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9‐97 0‐O 0.382 0‐0

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 109,026‐O 9‐76 1,064.1 0.382 41.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9‐76 ⑪ 00 0‐382 @ 0.0

合計 / 麹 L93 ヱ.8 /′/′⑩ 85‐6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,759‐O / 0‐200 0.4

公共下水道 □ m3 1,759‐O / 0.450 0‐8

合計 / //// ◎ IJ

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への 水に
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
.

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

′

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 !短 目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の日標

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 池袋西口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 2 6璽

事業所等の所在地
T I 7 I O O 2 I 区市町村名薗豊島区

町名番地
以 下

西池袋 1-13-5 シーガルハウスビル IF

事業所等の延床面積 79.20同 筆筆兎畿変誓 許婚鷺擾圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①こ⑪xo.o258) ① 68 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 118 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 119 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,489.8 kg‐C02/,,F

燃ミ料等の種賜り
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量瀬
(t)

⑩頓 )×⑨×剥け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 江13 26,756.O 45.00 1,204.O 0.014 60.9

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0.O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 150,060.O 9.76 1,464‐6 0.382 57.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑭ 00 9.76 ⑪ OD 0.382 ⑩ 00

合計 / Q9 2,668‐6 //// ⑩ 118‐2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,869‐O / 0.200 0‐6

公共下水道 □ m3 2,869.O / 0.450 1.3

合計 / /′′′⑩ 1.9

一 坊′素 量櫨の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 1
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/Looo 且
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑯;(⑩ /1,000)×⑨とする



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

=実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =璽

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称 日高屋 町田東ロ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 2 7

事業所等の所在地
T I 9 4 O O 2 2 区市町村名璽町田市
町名番地
以 下

森野 1-37-10 田中ビル IF

事業所等の延床面積 73-・4同 筆筆兎隻窒響蟹 蛋禽FI年度分 圏・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 圏
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4醒連鎖化事業区分擾圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26.2月 8 閉店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①二⑭xo.o258) ① 34 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 60 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

③ o t

総 計 (④=②十③) ④ 60 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②x looo/事業所等の延床面積)

⑥
820.3 kg‐C02 左,

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量‐

(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩堪 )×⑨×{"y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 15,500.3 45.00 697‐5 0.014 35‐3

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0‐016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 00 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 66,174.O 9‐76 645‐9 0‐382 25‐3

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 魅) 0.O 9.76 ⑪ 00 0.382 @ 00

合計 / ⑩ L343-4 /′// ◎ 60.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 946.O / 0‐200 0‐2

公共下水道 □ m3 946.O / 0‐450 0.4

合計 / ′′// ◎ 06

※・電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩-(⑥/1,000)×⑨とする。 且
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積 x事業所等の総稼働時間)/1,ooo 且
⑫;(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とする,



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃~点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

医績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 1聾

5 提出年度の地球温暖化対策の日標

特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 門前仲町店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 2 9

事業所等の所在地
T I 3 5 O O 4 8 区市町村名璽江東区
町名番地
以 下門前仲町 1-7-11 寿司長ビル 1・2F

事業所等の延床面積 鵬‐78図 筆筆兎隻窄嚢績奇薪鷺騒圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 圏
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4彊連鎖化事業区分園圏直営店 口加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 51 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 89 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③ご⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 9O t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (◎=⑨xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
841‐3 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量規
(t)

⑩堪 )×⑨×鋤け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,007.8 45‐00 1,080.4 0.oi4 54‐7

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0‐016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他() □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 91,975.O 9.76 897‐7 0‐382 35.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9.76 ⑪ 00 0.382 @ 00

合計 / 凶 1,978‐O //′/ ⑩ 89‐8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,136.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,136‐O / 0.450 1‐O

合計 / //// ◎ 1‐4

3 二酸化炭素排出量等の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への打水に伴う
⑩=(⑥/LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)",000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑯=(⑫ /1,000)×⑨とす



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温 、ヒ対. の

=実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の日標

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称 日高屋 蒲田東口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 3 0彊

事業所等の所在地
T I 4 4 O O 5 2 区市町村名睡大田区

町名番地
以 下

・浦田 5-18-6 1F

事業所等の延床面積 閉.97図 1筆兎隻響塾蟹 蛋題園圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 園他者所有 圃
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 79 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 141 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 2 t

総 計 (④:②十③) ④ 143 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,o21.9 kg‐C02 ,々F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(GJ)

⑧ ⑧/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷L

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 39,848‐4 45.00 1,793‐2 0.014 90.7

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0‐019 0.O

その他() □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9-97 0.O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0.O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場拾を含む。) □ k靴 132,883.O 9.76 1,296.9 0‐382 50.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9.76 Qy oo 0‐382 ◎ 00

合計 / ◎ 3,090.I ′//′⑩ 141.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,807.O / 0‐200 0-8

公共下水道 □ m3 3,807.O / 0.450 1.7

合 計 / //// ⑩ 25

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑩=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑮=(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力 .

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
↑
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖 ヒ対 の 、、況

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無1□有 圏無 1

ベンチマーク区分 1 1ランク cO2削減率{前年度比且 -%

目標値等 (選択 ) C02排出量 (延床面積当たり kg‐C02/m2 C02排出量 (総量) t

ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他 特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 東十条店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 3 I

事業所等の所在地
T I I 4

.

O O O I 区市町村名園北区
町名番地
以 下東十条3-16-6 ルーカス東十条ビル 1・2F

事業所等の延床面積 閉-・6同 筆筆兎智罫轡爺蛋篇圃圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 霞
報 告 範 囲 口 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分頚
における細分類番号 7 6 2 4薗連鎖化事業区分騒圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 48 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(⑨:⑮) ② 81 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧;⑩)

③ l t

総 計 (④=②十③) ④ 82 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
515-3 kg‐CO9/ 江

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷1

(t)
⑩梱 )×⑨×綿V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 15,223‐8 45‐00 685.1 0‐014 34‐7

その他 (LPG) □ kg 36.3 50‐80 1.8 0-016 0‐1

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0‐019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの質電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0.O 0‐382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0‐382 0‐O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 121,942 ‐O 9‐76 1,190.2 0.382 46‐6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑭ 00 9‐76 ⑪ 00 0‐382 ⑩ 00

合計 / @ 1,877.I /′′′⑩ 81‐4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,953.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 1,953‐O / 0.450 09

合計 / //// ⑩ 1.3

び工 用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※1

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)",000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とす



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

忍101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

昌実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 1且

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無恒 有 圏無 1

ベンチマーク区分 善 1ランク CO2削減率 (前年度比1 %

目標値等 (選択) CO排 出量(延床面積当たり1 =kgCo /m2 C02排出量(総量)1 lt

ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他 特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 立川南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 3 2醒

事業所等の所在地
T I 9 O O O 2 3 区市町村名圃立川市
町名番地
以 下柴崎町 3-5-4 親松ビル 1.2F

事業所等の延床面積 班.98k11筆現電窄蟹暫蛋鷺圏圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態ロ 自己所有 圏他者所有 薗
報 告 範 囲 圏 建物の全部 口 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4冒連鎖化事業区分 園直営店 口加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 74 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 127 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧=⑲)

③ 2 t

総 計 (④=◎ト③) ④ 129 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
661.5 kg‐C02/ 立.2

燃…料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑪=⑧×⑨×4412

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 29,278.O 45.00 L3175 0.014 66.7

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0‐O 0‐016 0‐O

その他(灯油) □ L 0‐O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 O □ 0.O

その他() □ 0-O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 159,592 ‐O 9‐76 1,557.6 0.382 61‐O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ OD 9‐76 ⑪ 00 0‐382 ◎ 00

合計 / ⑩ 2,875.I //// ◎ 127.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,129‐O / 0‐200 0.6

公共下水道 □ m3 3,129.O / 0.450 1.4

合計 / //// ⑩ 20

3 ニ ヒ炭 、 量飴の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥",000) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)",000
⑬=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とす



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

」

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

・

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

聡101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温慶ヒ対 の 、、況

且実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 秋津店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 3 3

事業所等の所在地
T I 8 9 O O O I 区市町村名豚村山市
町名番地
以 下

秋津町5-8-1

事業所等の延床面積 84‐24国〆唐黍現雫味泌奇蛋鷺困圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4国連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo.o258) ① 53 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 94 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=◎ト③) ④ 95 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤二②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
1,115.8 kg-Co2/=

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑨

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩堪 )×⑨×44U12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N ば,3 23,742.O 45‐00 1,068‐4 0-014 54.i

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0.016 0‐O

その他 (灯油) 口 L 0‐O 36.70 0.O 0-019 0.O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0.O 0.382 0‐O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 104,851 ‐O 9‐76 1,023‐3 0‐382 4QI

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9‐76 ⑭ 00 0‐382 ⑩ 00

合計 / ④ 2,091.7 //// ⑩ 94‐1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,078‐O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,078‐O / 0.450 0‐9

合計 / //// ⑩ 14

3 二 ヒ篇′、 量櫨の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑬=(⑥/LOOO)×⑨とする。 童
※2⑪-(都が指定する原単位 x延床面積 x事業所等の総稼働時間)/1,ooo =
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIO1 ‐ 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の

1実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等 の名称日高屋 浅草雷門店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 3 4

事業所等の所在地
T I I I O O 3 4 区市町村名璽台東区

町名番地
以 下

雷門 1-14-7 朝 日雷門マンション IF

事業所等の延床面積 跳‐97同筆筆兎隻宅繋蟹蛋鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 国
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 口商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4 国連鎖化事業区分 間圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑪xo.o258) ① 54 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 94 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(⑧=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 95 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
686.2 kg‐C02/,,き

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧-⑥な 000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排 出量‐※l

(t)
⑩巷 )×⑨×‘MV12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N ば,3 22,298.8 45.00 1,003‐4 0.014 50.8

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0‐019 0.O

その他 O □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 114、779‐O 9‐76 1,120.2 0.382 43.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 976 @ 0.0 胃 。‐382 ⑩ 00

合計 / 趣 2,123.7 /′// ⑩ 94.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,949.O / 0.200 0‐4

公共下水道 □ m3 1,949.O / 0‐450 0‐9

合計 / ′/′/ ⑩ 1.3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水胆への排水に伴う
⑱=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫ /1,000)×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

総101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 、 、 の

医績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 岨

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所 等 の名称日高屋 東武練馬店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 3 5

事業所等の所在地
T I 7 5 O O 8 3 区市町村名馨板橋区
町名番地
以 下

徳丸2-3-3 東武練馬ムラ清ビル11・2F

事業所等の延床面積 囲‐60図 書筆兎雫窄繋績許婚鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 園
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4題連鎖化事業区分園圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 52 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 91 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑯)

③ l t

総 計 (④;②十③) ④ 92 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの旦醒 (⑥=② xlooo/ 事業所等の延床面積)

⑥
702.1 kg‐C02/ 江.2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷1

(t)
⑩堪 )×⑨×‘MV12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,739‐6 45.00 1,113.3 0.014 56‐3

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0‐O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他") □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0‐O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9‐28 0‐O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 93,099.O 9‐76 908-6 0.382 35.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ② 00 9‐76 ⑪ 00 0‐382 ◎ 00

合計 / 妙 2,。21‐9 //// ⑩ 91.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,908.O / 0.200 0‐4

公共下水道 □ m3 1,908.O / 0‐450 0‐9

合計 / //// ⑩ 1.2

こ公共下水胆への打水に伴う※1 -電気の

⑲=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫△ ,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖ヒ対 の

昌実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 六本木店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 3 6

事業所等の所在地
T I O 6 O O 3 2 区市町村紬港区
町名番地
以 下六本木 7-14-2 六本木三清会館 IF

事業所等の延床面積 84‐製図 1筆現隻窄蟹蟹 蛋鷺璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態□ 自己所有 圃他者所有 圃
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4醤連鎖化事業区分 圏直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H26.1月 ~H26 ‐1/4 給排水工事の為休業

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 69 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(⑨;⑩) ② 123 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑯)

③ 2 t

総 計 (④=②十③) ④ 125 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
L456.6 kg‐C02 個

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩相 )×⑨×‘"y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N=.3 33,426.O 45.00 1,504‐2 0.014 76.1

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合畦 ;む。) □ k職 122,995.O 9.76 1,200‐4 0.382 47.O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9.76 ⑭ 00 0.382 哩 00

合計 / ⑩ 2,704.6 //// ◎ 123.I

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,297.O / 0.200 0.7

公共下水道 □ m3 3,297‐O / 0.450 L5

合計 / ///′⑩ 2ユ

水の使用並びに公共下水週への zに※ 1 電メ気の
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とす



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づ〈把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

!実績年度の目標達成の状況 11□目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称 日高屋 浅草ROX 前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 3 7璽

事業所等の所在地
T I I I O O 3 2 区市町村名璽台東区
町名番地
以 下

浅草 1-25-1

事業所等の延床面積 眺.・〆唐黍兎雫喝塾蟹 蛋喬顎圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 薗
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4醸連鎖化事業区分 麗圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 67 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑯) ② 115 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑮)

③
I t

総 計 (④=②十③) ④ 116 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
580.2 kg‐C02/江F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰l

(t)
⑩巷 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,993.8 45‐00 1,124.7 0.014 56.9

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 O □ 0‐O

その他() □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0,382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9‐28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 152,946.O 9.76 1,492.8 0.382 58.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 ⑪ 00 0.382 ⑩ 00

合計 / ⑭ 2,617‐5 /′// 噂 115‐3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,677.O / 0.200 0.5

公共下水道 □ m3 2,677‐O / 0.450 1.2

合計 / ///′◎ 1.7

3 ニ ヒ岸素 E出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への 水に伴う二 化灰 、 里は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 琶
※2⑪=卿が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,ooo 菖
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫ ",000) ×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

醤101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の

1実績年度の目標達成の状況 11□目標達成した。 11

特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称来来軒秋津店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 3 8穏

事業所等の所在地
T I 8 9 O O O I 区市町村名膝村山市
町名番地
以 下秋津町5-9-3 秋津諸星ビル IF

事業所等の延床面積 82‐62図 書筆現隻宅繋蟹 蚤禽璽圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 圏
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分醒園直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①:⑭xo.o258) ① 41 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 73 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④:②十③) ④ 74 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの恩璽 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
883.5 kg‐C02/立ピ

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑱巻 )×⑨×{MV12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 21,142.7 45‐00 951.4 0‐014 48‐1

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 67,626.O 9‐76 660.O 0‐382 25.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9-76 ④ 00 0.382 @ 00

合計 / qg l,61i.5 //// ◎ 74.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,636‐O / 0‐200 0‐3

公共下水道 □ m3 1,636.O / 0.450 0.7

合計 / //// ⑩ LI

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=⑥ /1,000)×⑨とする。 1
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,ooo 塁
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

鎚101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

r

4 地球温暖化対策の

1実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 1璽

5 提出年度の地
目 標 の 有 無

、 の 目

園 無
ンク r -挙(前年度比 %ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 西新宿1丁日店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 3 9

事業所等の所在地
T I 6 O O O 2 3 区市町村列新宿区
町名番地
以 下

西新宿 1-14-6 新宿西勢ビル IF

事業所等の延床面積 ・61‐仙同 筆筆兎畿冬塾蟹 蛋鷺璽鰹・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 圃
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4間連鎖化事業区分圃圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 78 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 139 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ 2 t

総 計 (④=◎⑥ ) ④ 141 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

③
861‐O kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩巻 )×⑨×‘"y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 40,955.2 45‐00 L843.O 0-014 93.3

その他はLPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‘97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0‐O 0.382 0.O

その他の贋電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 122,116 ‐O 9.76 LI91.9 0.382 46‐6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k靴 ⑭ 00 9‐76 qP OO 0‐382 ◎ 00

合計 / ⑩ 3,034.8 ///′◎ 139‐9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 4,195‐O / 0.200 0.8

公共下水道 □ m3 4,195‐O / 0.450 i‐9

合計 / ///′◎ 2ワ

3 二酸化炭素排出量等の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への 7 に、つ二′ 灰糸 量;
⑲-(⑥/1,000)×⑨とする。 昌
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積 x事業所等の総稼働時間)/Looo 且
⑩=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 “

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称 日高屋 町田パークアベニュー店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 4 O

事業所等の所在地
T I 9 4 O O I 3 区市町村刻町田市

町名番地
以 下原町田4-4-15 荒井ビル IF

事業所等の延床面積 92.40同 筆筆兎隻喝響蟹 蚤簡園園・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 僅
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4胃連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;◎xo.o258) ① 52 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 9O t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③
I t

総 計 (④;②十③} ④ 91 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
974.O kg-C02/,, ご

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量胤
(t)

⑩奄 )×⑨×鋤け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N ば,3 20,859.4 45‐00 938‐7 0.014 47.5

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9‐97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0-O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 112、558.O 9.76 1,098‐6 0.382 43.O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9.76 W OQ 0.382 ⑩ 00

合計 / @ 2,037‐2 //′′⑩ 905

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,304.O / 0‐200 0‐5

公共下水道 □ m3 2,304‐O / 0-450 1.O

合計 / //// ⑩ 1.5

への排水に伴う二酸化炭素排出量は※1 糧メ丸の 、z 胆及びエー 2 胆のz の 、′びに公′、 z 胆への

⑩=(⑥/LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫ /1,000)×⑨とす



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検
▲

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

量実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名称 日高屋 立川北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 4 1璽

事業所等の所在地
T I 9 O O O I 2 区市町村名圃立川市

町名番地
以 下曙町2-7-5 ピタゴラスビルIF

事業所等の延床面積 89-・7同 筆筆兎畿窄塾績奇蛋喬←・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 圃
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4醤連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H25‐5/7~H25 ‐6月 9 改装工事の為休業

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 68 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑩) ② 117 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③二⑱)

③ 1 t

総 計 (④=◎⑥ ) ④ 118 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,312.1 kg‐C02/,,F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩堪 )×⑨×綿V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 25,372 ‐8 45.00 L141.8 0.014 57‐8

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0.016 0‐O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 155,257 ‐O 9‐76 1,515-3 0‐382 59‐3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kwh ド QO 976 @ 00 0‐382 ⑩ 00

合計 / ⑭ 2,657.I //// ⑩ 117 ‐I

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,009‐O / 0‐200 0.6

公共下水道 □ m3 3,009‐O / 0.450 1‐4

合計 / //// ⑩ 20

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。 昌
※2⑪-* が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,ooo l
⑫;(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

且実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名称日高屋 東池袋店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 4 2

事業所等の所在地
T I 7 O O O I 3 区市町村湖豊島区
町名番地
以 下東池袋 1-14 一 14 ささビル 1~3F

事業所等の延床面積 鯛.7ゴ唐黍兎畿噂悪評薪鷺題圃・年度分 □・年未満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 霞
報 告 範 囲 園 建物の全部 口 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4 圃連鎖化事業区分 圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 64 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 111 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 112 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
736.2 kgC02/m2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※1

(t)
@戸⑧×⑨×4412

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N=,3 26,186 ‐7 45.00 L178.4 0.014 59.6

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの質電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0.O 9.97 0‐O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 136,543.O 9‐76 1,332-7 0.382 52‐2

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k靴 @ 00 9.76 qy oo 0.382 ⑩ 00

合計 / @ 2,51LI //// ⑩ 1IL8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,801.O / 0‐200 0.6

公共下水道 □ m3 2,801‐O / 0‐450 1-3

合計 //// ///′越) i.8

素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等 の名称 日高屋 麹町プリンス通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 4 3

事業所等の所在地
T I O 2 O O 8 3 区市町村名璽千代田区
町名番地
以 下

麹町 3-3 コウジマチスクエア IF・BI

事業所等の延床面積 雌‐90=〆唐黍現畿宅型覇蛋鷺馨』年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4掴連鎖化事業区分閤圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 52 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 9O t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 91 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑥=②x looo/事業所等の延床面積)

⑤
874‐6 kg‐C02/,,

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大i

(t)
@戸⑧×⑨×4412

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 21,047.O 45‐00 947.1 0‐014 47‐9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0-O

その他 () □ 0‐O

その他 O □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9‐28 0‐O 0‐382 0-O

その他の質電 (昼夜悶不明の場合凝きむ。) □ k職 1IL222.O 9.76 1,085.5 0.382 42.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9‐76 ⑪ 00 0.382 @ 00

合計 / ◎ 2,032.6 //// ⑩ 90‐4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,134.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,134‐O / 0‐450 1.O

合計 / //′/ ⑩ 1.4

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う一酸化炭素排出量は
⑲ ⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とする,



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

賦101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

重実績年度の目標達成の状況 "□目標達成した。 11

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 水天宮前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 4 4

事業所等の所在地
T I O 3 O O I 4 区市町村名掴中央区
町名番地
以 下 日本橋蛎殻町2-5-7 シャンポール日本橋 IF

事業所等の延床面積 82.65図書筆算亀窒繋蟹薪鴛一・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 醒
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分霞圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 47 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=◎) ② 81 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑮)

③ l t

総 計 (④=◎ト③) ④ 82 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
980.O kg‐C02 な,F

二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

蕩E出量太1

(t)
⑩奄 )×⑨×‘解け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,371.8 45.00 781‐7 0.014 39.6

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0‐019 0‐O

その他 () □ 0.O

その他") □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9.97 0‐O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9.28 0‐O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 109,935 ‐O 9‐76 1,073 ‐0. 0‐382 42‐O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9‐76 @ 00 0‐382 @ 00

合計 / ⑩ 1,854.7 //′/ ◎ 81‐6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,273‐O / 0.200 05

公共下水道 □ m3 2,273.O / 0‐450 1.O

合計 / //// 聴) 1.5

※・電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への排水に伴う二酸化灰… 重は
⑩=(⑥ /1,000)×⑨とする。 騒
※2⑪=鮒が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,ooo l
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫△ ,000)×⑨とする,



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 」 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C1oi 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況胆 目標達成した。 ー1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無胆 有 園無 1

ベンチマーク区分 ー 」ランク C02削減率 (前年度比1 %

目標値等 (選択) Co 排 出量(延床面積当たり1 冒kgco 雇 Co2排出量(総量)1 =t

ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他 特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等 の名称日高屋 成増店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 4 5

事業所等の所在地
T I 7 5 O O 9 4 区市町村名騒板橋区
町名番地
以 下

成増 2-20-3

事業所等の延床面積 moo 同筆筆兎隻噂轡苛蛋鷺一・年度分 □・年未満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 霞
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 ワ 6 2 4園連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo.o258) ① 51 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 89 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 9o t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量-(⑤=② xlooo/ 事業所等の延床面積)

⑤
523.5 kg‐C02/,,き

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧H⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰↓

(t)
⑩犠 )×⑨×‘"U12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 21,146.5 45.00 951‐6 0.014 48.2

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの質電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0-O 9.97 0.O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の国電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 107,622 ‐O 9.76 1,050‐4 0.382 41.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 W OQ 0.382 @ 00

合計 / 咽 2,002‐O //// ⑮ 89.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 L845.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 1,845‐O / 0.450 0.8

合計 / ′/// ⑩ 1.2

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰〆、 出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑩=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫ ",000) ×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の

墓実績年度の目標達成の状況 11□目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称 日高屋 小田急町田北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 4 6

事業所等の所在地
T I 9 4 O O 2 2 区市町村名-町田市
町名番地
以 下森野 1-39-5 第 2モリビル IF

事業所等の延床面積 92.62MI 筆兎隻宅蟹蟹 雷喬橿圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 橿
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4冒連鎖化事業区分璽園直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo‐o258) ① 43 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 74 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧;⑱)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 75 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量-(⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
798.9 kg‐C02/,,

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰L

(t)
⑩巻 )×⑨×如け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 16,435.1 45.00 739.6 0‐014 37.4

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0‐O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0-O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 96,329‐O 9.76 940‐2 0.382 36.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 W OO 0.382 W OO

合計 / 凹 1,679 ‐7 //// ⑩ 74.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,741‐O / 0‐200 0.3

公共下水道 □ m3 1,9く艶 .O / 0.450 0.9

合計 / /′′′⑩ 1.2

※1電気の使用、水道及び工業用水胆の水の使用並びに公共下水胆への z に、′つ一
⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)",000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫△ ,000)×⑨とす



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 」璽

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等 の名称 日高屋 水道橋西口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 4 7

事業所等の所在地
T I O I O O 6 I 区市町村名霞千代田区

町名番地
以 下三崎町2-18-4 京三会館 IF

事業所等の延床面積 ・9m 同筆葦現隻宅蟹蟹蛋喬轟圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 離
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 ワ 6 2 4圃連鎖化事業区分霞圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 49 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑩) ② 84 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 85 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量-(⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
439.7 kg‐C02/,,ぎ

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(G‐J)

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰L

(t)
⑩超 )×⑨×馨V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,575‐7 45‐00 790.9 0.014 4QO

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 9‐97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9‐28 0.O 0.382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 116,818.O 9.76 L140.1 0-382 44.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9-76 qP OO 0.382 ◎ 00

合計 / ⑩ 1,931 ‐I ′/// ⑩ 84.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,102.2 / 0‐200 0‐4

公共下水道 □ m3 2.102.2 / 0‐450 0‐9

合計 / //′/ ⑩ 1.4

素排出量等の内訳

、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。 雲
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 墓
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑬ /1,000)×⑨とする



裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

・

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)
▲

暫実績年度の目標達成の状況 順 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無-□有 圏無 !

ベンチマーク区分 昌 1ランク cO2削減率{前年度比L %

目標値等 (選択) CO排 出量{延床面積当たり冒 lkgcoメゴ CO排 出量{総量) 冒 lt

ベンチマーク区分

C02排出量 {延床

その他 特記事項に内容を記載



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等 の名称日高屋 御茶ノ水聖橋店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 4 8

事業所等の所在地
T I O I O O 6 2 区市町村刻千代田区
町名番地
以 下

神 田駿河台 4-5-2 友利ビル IF・BI

事業所等の延床面積 跳.81同 筆筆兎等誓蟹零 蚤鷺閏圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 橿
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分霞圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①二⑬xo.o258) ① 67 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 118 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 2 t

総 計 (④=◎⑥ ) ④ 120 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの星【(⑤こ②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
937.9 kg‐C02/,,

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大↓

(t)
⑩巻 )×⑨×‘"リ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 29,526.5 45.00 L328‐7 0‐014 67.2

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 133,707.O 9‐76 1,305‐O 0.382 5LI

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9‐76 ⑪ 00 0.382 @ 00

合計 / q9 2,633 ‐7 //// ◎ 118.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,085‐O / 0.200 0.6

公共下水道 □ m3 3,085‐O / 0‐450 1.4

合計 / //// ⑩ 20

γ公共下水道への排水に伴う二酸化灰 、 墓は※1 電気の 用、水旭及び工 z 旭のz の 、′びこ公/ 旭への
⑩=(⑥ /LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫ ⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む の係数)×1,000⑱ ⑫/1,000)×⑨どする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

i実績年度の目標達成の状況 に 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 上野広小路店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 4 9

事業所等の所在地
T I I O O O O 5 区市町村湖台東区
町名番地
以 下

上野2-1-10 高木ビル

事業所等の延床面積 鰯.22MI 筆算雫堺署奇蚤禽国圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4醤連鎖化事業区分 襲圏 直営店 □ 加盟店 口 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo.o258) ① 75 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 127 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③
I t

総 計 (④=②+③) ④ 128 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (⑤;② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
598.4 kg‐C02/,,F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰l

(t)
⑩梱 )×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,705‐8 45‐00 1,111 ‐8 0‐014 56‐3

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0-O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0‐O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 0‐O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 186,620 ‐O 9.76 1,821.4 0.382 71-3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9‐76 QP OO 0.382 ◎ 00

合計 / ⑩ 2,933‐2 //// ⑩ 127.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,448‐O / 0-200 0.5

公共下水道 □ m3 2,4418.O / 0‐450 1.I

合計 / //// ⑩ 1.6

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は
⑬=(⑥/1,000)×⑨とする。 昌
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 且
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑯=(⑫ /1,000)×⑨とする



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

1実績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 ー1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 人形町店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 5

事業所等の所在地
T I O 3 O O I 3 区市町村名騒中央区
町名番地
以 下 日本橋人形町3-7-9

事業所等の延床面積 醐‐o5図 筆筆兎雫窄誓 奇蛋禽薗圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 璽他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4圏連鎖化事業区分 圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo.o258) ① 55 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 94 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ l t

総 計 (④;②十③) ④ 95 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの量 (◎=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
587‐3 kg‐C02/,,F

二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※l

(t)
⑩巷 )×⑨×{¥V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nn,3 21,066 ‐3 45.00 948‐O 0.014 48‐O

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0‐016 0‐O

その他(灯油) □ L 0‐O 36‐70 0‐O 0.019 0.O

その他() □ 0‐O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9‐97 0.O 0.382 0‐O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 121,604.O 9‐76 1,i86.9 0.382 46.5

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② OD 9.76 QP OO 0.382 ◎ 00

合計 / q9 2,134 ‐8 //// 咽 94.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,159.O / 0.200 0‐4

公共下水道 □ m3 2,159‐O / 0‐450 1‐O

合計 / /′// ⑩ 1.4

※ 1 電気の 用、水旭及びエー用 z 題の z の ・′びに公′、下 z 道への z に、リー

⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×i,000⑱=(⑫/LOOO)×⑨とする



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯
一一

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

同101‐ 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の日標
目 標 の 有

ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他

ンク 、 1 -挙 (前年度比 %

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称日高屋 渋谷ハンズ前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 5 1幡

事業所等の所在地
T I 5 O O O 4 2 区市町村名幅渋谷区
町名番地
以 下宇田川町36-3

事業所等の延床面積 鵬.o6kll筆兎雫堺泌奇蕗喬璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 図商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo‐o258) ① 64 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 109 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧=⑩)

③
I t

総 計 (④=②十③) ④ 110 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの亘璽 (◎=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
689‐6 kg‐C02/,,ぎ

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量敷l

(t)
⑩堪 )×⑨×‘kV12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 23,859.9 45.00 1,073‐7 0.014 54.3

その他はLPG) □ kg 0‐O 50.80 0‐O 0‐016 0.O

その他(灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0.019 0‐O

その他 () □ 0‐O

その他() □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0.O 9‐97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k靴 0.O 9‐28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 144,862.O 9‐76 1,413.9 0.382 55.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ⑭ 00 9.76 ⑪ 00 0.382 @ 00

合計 / Q9 2,凄ヨ7‐6 /′′/ @ 109‐7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ , m3 2フを製30 / 0.200 0.5

公共下水道 □ m3 2,坐曇30 / 0.450 1‐1

合計 / ′/// ⑩ L6

3 ニ ヒ影 、 量虚をの内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰素排出量は
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。 =
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000 茎
⑫ ⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む の係数)×1,000⑱ ⑩/1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の実施、、況

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 聖

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所等 の名称 日高屋 神田西ロ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 5 3題

事業所等の所在地
T I O I O O 4 7 区市町村名圃千代田区

町名番地
以 下内神 田3-7-6 江戸正ビル 1・2F

事業所等の延床面積 醗.20同筆萎兎隻宅蟹暗蛋鷺霊圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成25年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 81 kl

二酸化炭
素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 140 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 2 t

総 計 (④;②十③) ④ 142 t

二酸化炭
素
燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当
たりの星【(⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
964.1 kg‐C02/,,

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大1

(t)
⑩堪 )×⑨×‘"U12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 32,676.8 45.00 1,470‐5 0.014 74.4

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9‐97 0‐O 0‐382 0.O

夜間 (22時~ 翌日8時) □ k職 0.O 9‐28 0.O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 174,168 ‐O 9‐76 L699.9 0‐382 66.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 @ 00 9‐76 ⑪ 00 0‐382 ⑩ 00

合計 / ⑩ 3,1703 ′′// @ 140‐9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,113‐O / 0.200 0‐6

公共下水道 □ m3 3.113 ‐O / 0‐450 1-4

合計 / /′// ⑩ 20

- 競′素排 量等の内3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水旭への排水に伴う二酸化灰 、 出量は
⑱=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫ /1,000)×⑨とする



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用 (屋内)

4 地球温暖化対策の

=実績年度の目標達成の状況 ]=□目標達成した。 =

特記事項に内容を記載


